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A di飽re血al absorption Mar PIAL) system for払e detec裏on of atmospheric molecules re-

lated to ear払warming was developed based on a tunable alexandrite laser. We proposed a

new血nuig me也od on也e resonanc岩出ne of COO at 2岬i using the optogalvanic effect in a Ne

discharge tube and也e photoacoustie司?e血oscopy.

1,はじめに

コ財ヒ炭素やメタンなどの温室効果気体は､地租封ヒに密接に関係しており､これらの

気体の密度分布を計測し､現在量や増加量を把握しておくことは大変重要である｡差分吸収

ライダ｣は長光路吸収ライダーに比べ測定精度では劣るが､分子の空間分布を計測出来ると

いう特徴を持っている｡我々はすでに最も大きな温室効果を持つ水蒸気については､差分吸

収ライダーによる測定に成功しており1)､現在CO2､ CO､ CH4､ N20計測域への適用を目

指している｡まず､ CO2吸収線へ精度よく同調を行うためのシステムについて､また今臥

測定レンジの拡大をはかるためにライダ｣システムの受信系での改良を行ったので併せて報

告する｡

2. OGSとFASを併用した同調法

コ財ヒ炭素の吸収線-の同調には､オプトガ/レミニック法(OGS)と光音響信号法(PAS)を

併用して用いるo mg.1にその実験配置図を示う二同調の際､ PAS信号とOG信号の両方を

同時にモニターしながら波長をスキャンするo通常では､ PASでC02の吸収線の中心にあ

ったところで波長をロックするが､これでは観測車に同調ずれが生じても確かめる方法はな

いので､波長をもう一度振って調べるしかないo　ところが､ OG信号をモニターしておけば､

どちらにどれだけずれたかが分かる｡それらを定鄭勺に測定しておけは0.25pm程度の同

調精度は得られるものと考えられるOまた､レーザーの波長ゆらぎの程度も測定できると思

われる｡

パルスレーザーにはアレキサンドライトレーザーを使用した｡ここでは､コ財ヒ炭素の吸

収線のうち2.024pm -の同調結果を示すとまず､アレキサンドライトレーザーの基本波を

モノクロメーターで粗同調後､ Neのホロカソードランプに通してNeのOG信号を取り込

む｡そこで基本波の波長をNeのOGライン754.4nmに合わせておく｡その後､基本波を､

水素ガス25気圧をラマン媒質としたラマンセルに通して､誘導ラマン散乱を起こさせ､ス

トークス2次光に変換するoこの時､ストークス2次光の波長付近にコ財ヒ炭素の吸収線が

あることから､ FASセルに通して､ FAS信号を取り込み､その付近でOG信号とFAS信号

を同時にモニターしながら､波長をスキャンすることでコ財ヒ炭素の吸収スペクトルをFAS
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法で測定する｡

実験では2.5mmtのソリッドエタロン

を用いてスペクトルの狭帯域化を行った｡

このユタロンのフリースペクトルレンジ

カ^Hbrl即e)可8.2pm, AR^(Ne)旬.513cm4

であることを考慮して､得られたデータ

を解析した結果をFig.2に示すとPAS法

とOG法の組み合わせで同時にスペクト

ルを取った後､ OG線を基準にして2つ

のスペクトルを並べて示している｡これ

からC02の吸収線スペクtJ摘ミ測定出来

た｡ PB､ OGともBOXCARの平均処

理は10ショットで行った｡そのため､

スペクトルは実際より広がって見える｡

ここで､ピーク以外の変化はノイズと考

えられる｡これらのノイズの原因は､主

にレーザー出力の揺らぎによるものと考

えられる｡ RAS法でみられる特徴的なノ

イズは､主にレ-ザ｢発振音に起因する

音響的なノイズで､これはFASセルを二

重管にするなどして小さくしている｡

3.受信系の改良

エコーの検出は､放物面鏡を用いて集

光させた光を赤外検出器で検出するとい

う方法で行う｡今回は､放物面鏡の直径

を200mmと2倍にし､赤外検出器にInSb

とInGaAsの適用を行った｡実際に､ hSb

を用いてライダー-エコーの受信を行った｡

レーザーにはNdYAGレーザーを鮭用し

た120m前方の小屋を掠めて大気中-

レーザーを打ち出し､そのエコー信号を

取り込んたこPig.3にその結果を示す二

抱,芯黄圧Raman Cell PAS Cell
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Fig. l Schematic diagram of tuning system using

OGS and PAS.
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Fig. 3馳ho s短Ial from target by NdfYAG laser.

4.まとめ

C02の吸収線-の同調において､ OGSとFASを併用することによって的確に同調が行え

ることを確認した｡ライダーシステムにおける受信系の検討を行い､ CO､ CH4､ N20等の

計測を行っていく予定である｡
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